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この広報紙は植物油インキを使用しています

　予算特別委は、令和３年度当初予算７議案を
審査し、一般会計と水道事業会計、公共下水道
事業会計は賛成多数、その他４会計は全員で可
決しました。
　委員会は、付託を受けた２月22日に正副委
員長を互選、３月15日から延べ７日間にわた
り、それぞれの視点から質疑を展開しました。
　討論において、一般会計に反対の委員は▽多
額の地方債を重ね、市民負担が増加している▽
セール・アンド・リースバックは地方自治体が
とる施策でなく、容認できない―等と述べ、ま
た水道・公共下水道事業会計に反対の立場から
▽水道・下水道の減免制度廃止や今回の下水道
料金の値上げは認められない―と意見を述べま
した。
　一方、全７会計に賛成の立場からは▽新型コ
ロナウイルス感染症の長期化により、例年にも
増して厳しい財政状況のもと、コロナ対策だけ
でなく、ＪＲ奈良線複線化や東部丘陵地整備、
産後ケア拡充、ＩＣＴ教育推進等の新規施策も
盛り込まれた予算―等の意見がありました。

■予算特別委員会委員� ◎委員長　○副委員長

　◎語堂　辰文　○澤田扶美子　　乾　　秀子
　　上原　　敏　　谷村　浩志　　西　　良倫
　　増田　　貴　　相原佳代子　　谷　　直樹
　　小松原一哉　　土居　一豊　　本城　隆志

予算特別委の審査から
総額は553億165万円に

　７会計の予算総額は553億165万円で、前年度より１億
4,070万５千円、0.3％の増額となりました。一般会計は
前年度に対し４億500万円、1.3％の増。特別会計は６億
3,034万５千円、3.7％の減額となっています。
（各会計の予算額は下表のとおり）

■ 一般会計 歳入・歳出の内訳

歳出

319億6,200万円

議会費��0.8％
2億6,712万1千円

その他��0.7％
2億74万6千円

総務費��13.0％
41億4,822万8千円

民生費��36.7％
117億3,707万9千円

衛生費��5.9％
18億8,647万8千円

商工費��1.4％
4億4,284万9千円

土木費��16.9％
54億791万6千円

消防費��2.8％
8億9,315万5千円

教育費��8.0％
25億6,408万8千円

公債費��13.8％
44億1,434万円

歳入

319億6,200万円

市税��26.7％
85億3,892万1千円

各種交付金など��6.2％
19億8,100万3千円

繰入金��4.7％
14億9,655万8千円

分担金・負担金
使用料・手数料��1.7％
5億4,654万7千円その他��4.0％

12億8,221万円

地方交付税��16.8％
53億7,000万円

国府支出金��23.6％
75億4,050万1千円

市債��16.3％
52億626万円

■ 令和３年度各会計予算 （１万円未満四捨五入）

会　計　名 予　算　額 前年度対比
（伸び率）

一�般�会�計 319億6,200万円 1.3％

特�

別�

会�

計

国民健康保険事業 85億9,632万円 △3.3％
寺 田 財 産 区 3,667万円 △76.7％
介 護 保 険 62億5,821万円 △4.8％
後 期 高 齢 者 医 療 14億2,778万円 7.7％

水 道 事 業 会 計 29億2,620万円 21.9％
公 共 下 水 道 事 業 会 計 40億9,448万円 △3.7％

総　　額 553億165万円 0.3％

◆ 次期定例会日程（予定）◆

本会議（開会） ６月17日
常任委員会 ６月21・22・24・25日
本会議 ６月30日
 ７月１・５・７日
本会議（閉会） ７月９日

▲ロゴスランド・竹林伐採地の現地視察

項目ごとに四捨五入しているため、�合計が一致しない箇所があります


